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・126 頁 (21)式左辺： 
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・126 頁 (22)式左辺： 
「 ),,( 1 nuuC " 」 → 「 ),,( 1 nuuc " 」 

 

・126 頁 脚注 15 の分布関数の式： 
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・126 頁 (27)式右辺： 
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・129 頁 (29)式右辺の分子第 3 項の 2 次形式： 
「 ωω 1−Σt 」 → 「 ωω 1−ΣT 」 
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・132 頁 囲み記事「アルゴリズム（t コピュラのパラメータ推定法）」第 5 手順

の漸化式の右辺： 
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・137 頁 囲み記事「アルゴリズム（クレイトン･コピュラに従う乱数発生法）」

の第 3 手順： 
「 0/1

0 }ln)/1(1{ θθ −−← ii IU として」 → 「 αθ /1
0 }ln)/1(1{ −−← ii IU として」 

 

・153 頁 脚注 42 の 2 行目： 
「プラグラム」 → 「プログラム」 

 

・158 頁 (A-19)式の直前の行： 
「ドバイ（Dybye）関数」 → 「デバイ（Debye）関数」 

 

・160 頁 脚注 44： 
「本論(11)式のケンドールのタウ」 → 「本論(12)式のケンドールのタウ」 

 

・160 頁 脚注 44 ケンドールのタウの推定値τ̂ ： 
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修正日：2010 年 5 月 20 日 

・160 頁 脚注 44： 
「 0))(( 2121 >−− jjii xxxx (<0)となる」→「 0))(( 2211 >−− jiji xxxx (<0)となる」 
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